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【第Ⅰ部】
　（コーディネーター）日本大学国際関係学部国際教養学科　 准教授　宮城　博文
　【基調講演】
　　「人口減少と地方の持続可能性」

一橋大学大学院経済学研究科　教　授　関根　敏隆　氏
　【研究発表】
　　①「古代伝承が地域にもたらすもの―SDGsを基軸として―」

日本大学国際関係学部国際教養学科　　准教授　笹生美貴子
　　②「人口減少時代に働き続ける体力を養うために
　　　　　　―スポーツ選手糖質オフダイエット症例報告より―」

　　　　 日本大学短期大学部食物栄養学科　　助　教　小山　ゆう
　　③「日大発　新たなモビリティによるまちづくり」

　　　　 日本大学国際関係学部国際総合政策学科　　准教授　矢嶋　敏朗
【第Ⅱ部】
　【パネルディスカッション】
　　「人口減少時代の将来像」

　　　　 関根　敏隆氏・笹生美貴子・小山　ゆう・矢嶋　敏朗
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